
質問回答

2016年 10月 3日
「モンゴル国ウランバートル市初等・中等教育施設整備計画 協力準備調査」

（公示日：2016年 9月 21日／公示番号：160683）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 第 2 業務の目的・内容に
関する事項 頁 4 「５．

(6) 設計・積算に係る参
照マニュアル」及び頁 9
「6．(5) 国内解析Ⅱ」

左記の項目に記される「協力準備調査設

計・積算マニュアル（試行版）」（2009 年 3
月）の記述部分は、

「協力準備調査設計・積算マニュアル（試

行版）」（2009年 3月）及び
協力準備調査 設計・積算マニュアル 補

完編（建築分野）2016年4月と読み替える
理解で宜しいでしょうか？

ご理解の通り、「協力準備調査設計・積算マニュアル（試行

版）」（2009年3月）及び「協力準備調査 設計・積算マニュアル

補完編（建築分野）」（2016年 4月）と読み替えて下さい。

2 同 頁１ 「２．（５）我が国

への要請概要」

左記の項目及び配布資料等（１）無償資金

協力要請書に示される要請内容につき、

以下の具体的内容を可能な範囲で開示願

えませんでしょうか？

１． 第一優先として選定されている23サイ
トの名称

２． 要請コンポーネントの内容

いずれも現地調査行程や協議方針等の計

画に必要な情報と考えます。

(1) 要請のあった23サイトはウランバートル市以外も含めての
要請ですが、今次案件では日本側方針として対象地域をウラ

ンバートル市内にのみ限定する方向であることから、ウランバ

ートル市内の要請サイト(14 サイト)のみ以下に提示します。な
お、「5.実施方針及び留意事項(7)対象候補サイト選定に係る
調査方針」 に記載のとおり、対象候補サイトの選定に関して

は、現地調査Ⅰにおいて基本的な支援方針をモンゴル側と合

意の上、モデル校となるに適した地域及び学校の候補の再提

出(10 サイト程度)を求めることとなるため、以下の限りではな
いとご理解下さい。

《新設》

・ソンギノハイルハン区第 7ホロー



・チンギルテイ区第 7ホロー
・バヤンズルフ区第 8ホロー
・ソンギノハイルハン区第 32ホロー
・ソンギノハイルハン区第 22ホロー
・ソンギノハイルハン区第 32ホロー
・バガハンガイ区第 4・第 5ホロー
・ハーンウール区第 2ホロー

《増設》

・23番学校（チンギルテイ区）
・107番学校（ソンギノハイルハン区）
・61番学校（チンギルテイ区）
・アムラガン・コンプレックス学校（バヤンズルフ区）

・53番学校（バヤンズルフ区）
・バヤンズルフ・コンプレックス学校（バヤンズルフ区）

(2) 「5.実施方針及び留意事項」に記載の通り、モンゴル側か
らは要請段階では、設備・資機材、および建屋建築等、具体的

な提示がなかったことで、過去の案件を参考にしつつ、現地調

査Ⅰにて協議をすることとなります。

3 P1 ２．プロジェクト概要

（５）我が国への要請概要

23 校の建設が要請されたとありますが、
要請校リストがありましたら、ご提示くださ

い。

質問 2をご参照ください。

以上


